
京都大学URA成果公開シンポジウム2017

May 29, 2017
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副室長 関 二郎

京大URA報告
「京大の10年後の姿をイメージして」

00. イントロダクション



 研究担当理事直下の組織
 平成28年4月：本部URAと地区URAを一元化
 平成29年4月：産官学連携推進グループを設置

平成29年4月
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京都大学 学術研究支援室（KURA）
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京大の10年後の姿をイメージして



何ができたのか？

１．活動実績
１）活動の全体像
２）外部資金獲得支援
３）学内ファンド設計・運営
４）世界的視野での研究支援

２．URA体制の整備
１）URA人事制度、育成システムの整備状況
２）「URAを育成・確保するシステムの整備事業」の事後評価結果



京大URAの活動の全体像

大学
改革

URA活動基盤 大学経営・戦略

人事労務制度
研究環境改革

URA制度整備
部局URA配置 → 一元化

京都大学 第2-3期中期計画・中期目標 -WINDOW構想-
重点戦略2-1「国際共同研究の推進」 重点戦略2-2「研究支援体制の充実」 重点戦略2-3「情報発信強化」 重点戦略4-3「IR機能強化」

⑥ 研究力分析
学術研究支援室

研究力分析チーム

研究資金情報整備「鎗」
研究者情報整備

支援情報の戦略的広報

学術研究支援室 URA 活動

京都大学の改革と将来構想を推進する重要な役割を担う組織として、新たなURA職
の制度を構築し、研究力強化に向けた活動・改革を加速

研究者支援
① 外部資金獲得支援
② 学名ファンド設計・運営
③ 世界的視野での研究支援
④ 産官学連携支援
⑤ 研究成果の社会還元
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外部資金獲得支援

「研究費獲得」に向けたの４つ のサポート
① 外部資金情報の提供
② 大型研究ファンドのチーミングサポート
③ 申請書のブラッシュUP
④ ヒアリング審査サポート
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 政府系、財団、海外まで80種以上の研究資金獲得に貢献

URAによる支援件数 支援研究者数 採択率 京大平均

548件（全学カバー率：20%） 457名 45.4% 39.9%

【支援実績例１：H28年度科研費】

支援件数 書面通過件数（書面審通過率） 採択件数（採択率）

18 件 15 件（83 %） 11 件（55 %）

【支援実績例２：H28年度AMED事業】



学内ファンド設計・運営
 効果的な学内ファンドを設計・運営することで、国際・学際研究の
立上げ・推進を支援し、研究力を強化

成果発信

研究の着想

個
人
型

[みがき]

[いしずえ]

［ジョン万
プログラム］

[SPIRITS]

[分野横断プラットフォーム構築事業]

国際型及び学際型研究の立上げを支援

学際研究の萌芽的アイディアを支援

次年度科研費でより
大型の種目に応募す
る取組を支援

在外研究希望
の若手研究者
を後押し

100件を超える研究プロジェクト
チームを形成、外部資金獲得へ発展

50件以上の新規の学際研究をスタート

約90件の校閲費を支援し、波及効果の高い雑誌に採録

延べ100人以上の
外部資金獲得に寄与

約90人の研究
者を海外に
派遣

学内経費
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研究大学強化促進事業費

英語論文の校閲を支援

チ
ー
ム
型



世界的視野での研究支援
 「国際共同研究の推進」「世界の研究大学と交流の推進」「海外研究者の派遣・
受入体制の強化」といった３つの京都大学のミッションにURAが貢献

ミッション達識に向けたURAによる５つのアクション

１
２ ５
３ ４海外拠点の

運営・活用

国際型学内
ファンドの運営

国際シンポを
通じた機会創出

海外ファンド
獲得支援

外国人
研究者支援URAの

５つの
アクション

実績例：東南アジア研究所B先生
URAによる学内ファンドSPIRITSを獲得

↓
URAがプロジェクトマネジャーとなり
研究支援

↓
この研究にマッチするJSTの競争的資金を
ASEAN拠点のURAが見つけ申請支援

↓
無事資金を獲得し、2016年2月に日
ASEAN科学技術イノベーションプラット
フォーム構築プロジェクト（JASTIP)が
本格的に始動
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URA人事制度・育成システム
 URA定着化に向け、人事制度・育成システムを整備

キャリアパス

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

■URA職階整備

■URA評価制度制定
• URA勤務評定実施要

領の制定（H28）
• 職位に応じた目標管理
と評定要素で評価、昇
給、昇格に反映

■雇用期間延長
• 10年任期が可能に

省庁との
人事交流

京大URA育成
カリキュラム
（独自開発）

理事・副学長

副理事・理事補

首席専門業務職員
（教授・部長級）

上席専門業務職員
（准教授・課長級）

主任専門業務職員

豊富な研修機会
OJT

専門業務職員
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■URA育成カリキュラム
• URAの知識基盤を確立、全員受講、
さらに開発中



URAを育成・確保するシステムの整備事業
平成27年度事業終了機関における事後評価結果
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 当初計画を着実に実践し、PDCAサイクルを回しながら新しい仕組みがダイナミッ
クに展開されているとともに、様々な情報発信が行われており、全国の大学のモ
デル的存在となっている。

 実効性の高いURAシステムが確立されており、大学全体として研究力向上のため
の取組がなされている。

 組織を見直し、学術支援室と部局URA組織を統合したことが、研究マネジメント
力の向上と研究力強化につながっている。

 引き続き、日本のURAシステムの先導的モデルとして我が国の大学等をリードし
て行くことを期待する。

評価コメント及び達成状況

評定結果 評定の目安

A+ 事業全体として当初目的を十分に達成し、他機関の参考とな
る先進的取組を実施しており、優れた取組と判断する



これから何をするのか？

１．KURA将来構想検討ワーキンググループでの検討結果

１）「研究大学強化促進事業」の将来構想とKURAの役割

２）URA定着化に向けた今後の取組



大学経営・戦略
研究力分析

研究活動基盤整備
外部資金獲得
研究の国際化
アウトリーチ

学術研究支援室
（京都大学URA）

関連組織

執行部

学部・
学科事務

本部事務

教員・
研究者
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京大におけるURAの位置づけ
大学改革と将来構想を担う重要なピース

 教員・研究者、執行部、事務組織、関連研究支援組織間と協働し、
研究力強化、国際化、大学経営等を戦略的に支援・推進



京大の１０年後の姿をイメージして

12

研究者が最大限に能力を発揮しうる研究環境

卓越した研究者による独創的な研究と多様な学問分野の対話

「研究力強化」「人材育成・獲得」「国際協働」
「社会連携」「ガバナンス強化」「財務基盤強化」

教員・研究者、事務組織、KURA、その他関連組織
総長・執行部

自由の学風を継承し、発展させつつ、多元的な課題の解決に挑戦し、
地球社会の調和ある共存に貢献する
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